
長岡技術科学大学利益相反に係る自己申告書（第一次）
質問１に「はい」と回答し，かつ，質問２～８のいずれか１つ以上に「はい」と回答した方は，自己申告書（第二次）もあわせて提出願います。

ただし、厚生労働科学研究費補助金を申請する場合は、最初から自己申告書（第二次）の様式で提出してください。
質問１　下記の項目のうち，１つ以上に該当しますか？ 

　企業等との利害関係について

	□　はい　　　　　　　□　いいえ




＜質問２～８は「質問１」で「はい」と回答した方だけお答え下さい。＞
質問２　あなたは，質問１で答えた企業等（企業以外の団体・法人を含む）との共同研究，受託研究（治験を含む）又は受託試験に，研究担当者又は研究協力者として参加したことがありますか？

	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問３　質問１で答えた企業等に対して，あなたの研究から生まれた知的財産権（大学保有）を実施させたこと，又は研究成果有体物（大学保有）の移転を行ったことがありますか？

	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問４　あなたは質問１で答えた企業等から奨学寄附金を受けたことがありますか？

	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問５　あなたは質問１で答えた企業等からの設備・物品の購入，役務の提供に関与したことがありますか？
	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問６　あなたは質問１で答えた企業等との共同研究，受託研究，技術移転契約の相手方の選定や，契約条件の決定に，決裁権者又は事務担当者，もしくはコーディネータ的な役割で関与したことがありますか？

	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問７　あなたはご自身が指導している学生を，質問１で答えた企業等の業務に従事させたことがありますか？（共同研究，受託研究（治験を含む），受託試験は，企業等の業務に該当しません。）
	□　はい　　　　　　　□　いいえ


質問８　あなたの所属は，質問１で答えた企業等からの資金による寄附講座・部門または，共同研究講座・部門のいずれかですか？
	□　はい　　　　　　　□　いいえ


利益相反委員会委員長　　殿

利益相反に関する事実関係について，上記の通り申告いたします。

提　出　日　　：　平成　　　年　　　月　　　日

所　　　属　　：　　　　　　　　　　　　　　　

職　　　名　　：　　　　　　　　　　　　　　　

氏　　　名　  ：　　　　　　　　　　　　　　印　

· 上記の氏名の後に押印願います。

· 個人情報の保護には十分に留意します。また，利益相反委員会の委員及び担当事務職員は，職務上知り得た情報についての守秘義務を課せられております。
受付番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受付日：　年　　月　　日
長岡技術科学大学利益相反に係る自己申告書（第二次）
国立大学法人長岡技術科学大学　利益相反委員会委員長　殿
申告者名
：
所属（プロジェクト名）
：
１．審査を受ける者が行う研究
（欄が足りない場合は追加すること）
	①　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　研究費）

	研究事業名
	

	研究課題名
	　


	②　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　研究費）

	研究事業名
	

	研究課題名
	　


	③　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　研究費）

	研究事業名
	

	研究課題名
	　


	④　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　研究費）

	研究事業名
	

	研究課題名
	　


	⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　研究費）

	研究事業名
	

	研究課題名
	　


２．審査を受ける者の立場
Ａ　研究者
１）外部活動　　　　　　　　　　　　　　　　　複数の活動がある場合は、表を追加すること
平成　　年度　　
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


２）企業・団体からの収入　　　　　複数の企業・団体から収入がある場合は、表を追加すること
平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	　　報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	　　講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	　　報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	　　講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	　　報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	　　講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


Ｂ　研究者の家族（一親等まで）
１）外部活動　　　　　　　　　　　　　　　　　複数の活動がある場合は、表を追加すること
平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


	平成　　年度
関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	外部活動の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	

	企業・団体名
	

	役割（役職名等）
	

	活動内容
	

	活動時間（時間／月）
	


２）企業・団体からの収入　　　　　複数の企業・団体から収入がある場合は、表を追加すること
平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	収入の有無　（有　又は　無　と記載）
（有の場合のみ、企業・団体ごとに以下の欄に記載する。）
	
	同一組織からの収入が、合計年間
100万円を超える場合に「有」とする

	企業・団体名
	

	報酬・給与
	万円／年
	原稿料
	万円／年

	講演謝礼等
	万円／年
	ロイヤリティ
	万円／年

	その他の贈与
	万円／年
	
	


３．研究者の産学連携活動にかかる受入れ　　　　　複数ある場合は、表を追加すること
平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	申告者又はその所属プロジェクト（研究チーム・センター）が関与した共同研究、受託研究、コンソーシアム、実施許諾・権利譲渡、技術研修、委員等の委嘱、客員研究員・ポストドクトラルフェローの受け入れ、研究助成金・奨学寄附金受入れ、依頼試験・分析、機器の受入れなどを含む。

	産学連携活動（有　又は　無　と記載）
	
	（年間の合計受入れ額が同一組織から
200万円を超える場合に「有」とする）

	活動内容
	

	企業名
（複数の場合、列記する。）
	

	授受金額
	万円／年


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	申告者又はその所属プロジェクト（研究チーム・センター）が関与した共同研究、受託研究、コンソーシアム、実施許諾・権利譲渡、技術研修、委員等の委嘱、客員研究員・ポストドクトラルフェローの受け入れ、研究助成金・奨学寄附金受入れ、依頼試験・分析、機器の受入れなどを含む。

	産学連携活動（有　又は　無　と記載）
	
	（年間の合計受入れ額が同一組織から
200万円を超える場合に「有」とする）

	活動内容
	

	企業名
（複数の場合、列記する。）
	

	授受金額
	万円／年


平成　　年度
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	申告者又はその所属プロジェクト（研究チーム・センター）が関与した共同研究、受託研究、コンソーシアム、実施許諾・権利譲渡、技術研修、委員等の委嘱、客員研究員・ポストドクトラルフェローの受け入れ、研究助成金・奨学寄附金受入れ、依頼試験・分析、機器の受入れなどを含む。

	産学連携活動（有　又は　無　と記載）
	
	（年間の合計受入れ額が同一組織から
200万円を超える場合に「有」とする）

	活動内容
	

	企業名
（複数の場合、列記する。）
	

	授受金額
	万円／年


４．産学連携活動の相手先のエクイティ
	エクイティ(equity) とは、公開・未公開を問わず、株式、出資金、株式買入れ選択権（ストックオプション）、受益権等をいう

	エクイティ保有の有無（有　又は　無　と記載）
	
	

	企業名
	

	エクイティの種類（数量）
	


※記載例：　公開株（100株：時価430万円相当）、未公開株（発行株総数の8％）
５．被験者への説明・同意文書への記載（説明・同意が必要な場合に限る。）
　　研究課題名ごとに記載すること。
	関係する研究番号（「１．審査を受ける者が行う研究」欄の番号）（例：①）
	

	ＣＯＩ（利益相反）に関する説明・同意文書への記載説明文があれば添付すること。

	記載の有無等
	有　・　無　・　説明同意の必要なし（該当するものに○）


６．その他利益相反の管理に関し申告すること
　 （何も無い場合は記入の必要はありません。）
私の研究に係る利益相反に関する状況は、上記のとおりであることに間違いありません。
申告日　　　平成　　　年　　　月　　　日
申告者署名 　　　　　　　　　　　　　印

注：
１）
本年度・前年度・前々年度の3年度における活動・報酬について記載する。
２）
研究継続については、毎年４月末日までに申請書を更新した形で提出する。
３）
研究実施期間中に新しく利益相反状態が発生した場合には、その時点より６週間以内に修正した自己申告書を提出する。
①あなたは，ある企業の公開株式（ストックオプションを含む）の５パーセント以上を保有したことがありますか？


②あなたは，ある企業の未公開株（ストックオプションを含む）を保有したことがありますか？


③あなたは，ある企業の公開株式（但し、５パーセント以上を保有したことがある企業に限る），または未公開株（ストックオプションを含む）を売却したことがありますか？


④あなたは，ある企業等（企業以外の団体・法人を含む）から，あなた個人保有の知的財産権又は研究成果有体物に関する収入を得たことがありますか？


⑤あなたは，１つの企業（又は団体・法人）から，年間１００万円を超える（源泉徴収税額等控除前の支払金額）兼業報酬を得たことがありますか？


⑥あなたは，ある企業（又は団体・法人）の役員等（役職は問わない）に就任したことがありますか？


⑦あなたは，ある企業（又は団体・法人）から，個人的にその他の金品等を得たことがありますか？





（必須）





「質問２～８」は回答不要です。


裏面に氏名等を記入して，提出して下さい。








1

